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     新宿区立 戸山小学校 

行事を通して成長する子ども達 
        副校長 福井 みどり 

 校庭の大久保つつじもハナミズキも、見ごろを終え

て、眩いばかりの新緑に変わりました。今年はすでに

夏日が続き、気候の変動に身体が追い付いていかず、

体調管理が難しいですね。 

 先日、３・４年生と一緒に鉄道博物館へ遠足に行っ

てきました。戸山小学校では初めての場所です。行く

前から、鉄道好きの子ども達から「楽しみ！早く行き

たいな。」「とっても楽しいところだよ。」と聞いてい

ました。1 日では見きれない程、充実した施設で驚き

ました。さらに、それ以上に子ども達の成長に驚かさ

れた１日でした。 

 ある４年生は、3 年生が忘れてしまった、ジャンパ

ーやしおりを、一人で探して届けてくれました。その

間、他の４年生が班全員を集め、静かに待たせていま

す。全員揃ったところで、4 年生の班長が人数を確認

し、出発していました。探して届けてくれた 4年生は

もちろん、その間、みんなをまとめる 4年生にも感心

しました。 

 鉄道博物館は体験型のアトラクションや、ゲーム型

の資料館もあり、１つのところで長く見学していたく

なる魅力ある場所です。どうしても「あっちにいきた

い、こっちがいい。」と思ってしまいます。3年生の子

がなかなか出発できない様子です。そこへ 4年生のあ

る子が「○分の集合までに、○○を見ようって約束し

たよね。みんな、行きたいから、我慢してね。時間が

あったら戻ってこよう。」と話していました。その 3

年生は頷いてみんなと一緒に行動することができま

した。3年生に優しく伝える 4年生！立派です。 

 「子どもは行事を通して、また更に大きくなる！」

と感じています。教室の中での学びや、ご家庭での日

頃のご指導が、こういう場面で役立っているのですね。 

 さあ、次は 100 周年運動会です。心を一つに皆で取

組んでまいります。ご期待ください。 

６年生を目指して～日々の積み重ねと共に～ 

生活指導主任  市毛 大子 

 平成３０年度が始まり一か月ほどが経ちました。

卒業生を見送ったのが昨日のことのように思い出

されますが、４月に１年生が入学して、もうひと月

が過ぎようとしています。 

 この１か月、１年生は「元気な声であいさつをし

ます。」「廊下は、静かに歩きます。」「名札をきちん

と身に付けます。」などと、戸山小学校での基本的

な生活ルールを学びました。どの子も学んだことを

一つ一つ実践しようと頑張っています。 

私は１年生の担任をさせていただいていますが、

指導を重ねながら、「毎日の小さな積み重ねが大切

であり、地道に続けていくからこそ、６年生になっ

たときに当たり前のように行動できるようになる

のだな。」と日々実感しています。 

学校の中だけでなく、ご家庭や地域、どの場も社

会性を学ぶ大切な場です。大人が共通の意識をもっ

て子どもたちに接することができたら、きっとどん

どん良い積み重ねができることでしょう。 

今年度も、日々の生活指導にご協力いただけます

と幸いです。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

１００周年記念運動会 

体育主任 石谷 清太朗 

 暖かく、過ごしやすい日々が続くようになりまし

た。体を動かすことや、汗をかくことの気持ち良さ

を、多くの子どもたちは実感しています。 

 間もなく運動会の練習が始まります。子どもたち

の真剣な表情や明るい声援が校庭に響くようにな

ることでしょう。 

今年度の運動会は「１００周年記念運動会」とな

ります。戸山小学校の歴史や伝統を受け継ぎ、１０

０回という記念すべき運動会を迎えられることを

幸せに思います。 

 各学年が表現、徒競走、団体競技に取り組みます。

全身をいっぱいに使って、子どもたちは練習の成果

を発揮します。温かいご声援をお願いします。 

今年度も、体力の向上を目指し、より良い学校生

活を送れるよう指導していきます。どうぞよろしく

お願い申し上げます。 


